
一
、
昭
和
三
十
七
年
度
オ
入
才
出
追
一

加
更
正
予
算
(
汗
3
同

)

一

(
一
般
会
計
の
予
算
が
一
千
一
一
一

百
五
十
万
二
千
円
増
減
と
な
っ
一

た
。
内
訳
は
、
意
賓
土
一
万
一

四
千
円
、
市
内
所
費
二
百
二
十
一

七
万
一
千
円
、
門
的
仕
十
八
万
一

円
、
教
育
資
そ
の
他
二
百
十
六
一

万
二
千
円
、
社
会
労
働
施
設
町
一

三
百
八
十
五
万
一
千
円
、
理
業
一

日
刊
済
行
一
一
百
九
万
凹
千
円
、
山
川
一

同
社
一
百
十
日
川
円
、
保
出
衛
生
一

町
四
十
二
万
八
千
円
、
活
支
山
一

金
三
百
七
十
一
万
一
千
円
で
あ
一

る
。
な
お
、
土
木
刊
は
が
偽
開
発
一

事
業
の
机
刊
と
工
事
崎
工
に
よ
一

り
二
百
四
十
二
万
九
千
円
の
更
一

日
減
額
と
な
っ
た
o
)

一

一

、

口

事

詰

負

契

約

の

語

に

つ

い

一

一

(

宇

一

大

洲

国

学

校

体

章

一

一

れ

析
築
工
事
が
凶
山
市
川
山
，
則
一
川
三
一

丁
目
、
株
式
会
社
大
同
蓄
の
一
来
春
の
小
学
一
年
佐
一
か

諸

氏

に

よ

り

一

千

二

百

四

十

七

一

一

万

円

で

施

工

さ

れ

る

こ

と

に

な

一

住

民

登

録

十

一

の

っ

た

。

)

一

一

止

一
、
大
洲
市
童
委
員
条
例
一
例
年
草
壁
は
十
二
月
百
一
在
一
神

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
(
政
一
五
塁
録
台
帳
に
も
と
づ
き
詞
薮
一

M

査
委
員
の
事
務
を
円
山
に
車
二
し
て
お
り
ま
す
。
一
わ

す
る
有
監
一
党
一
事
務
局
を
設
巴
一
今
年
も
草
食
時
期
が
近
づ
1
試
し
た
一
断

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
)
↑
の
で
調
査
も
れ
、
又
は
誤
り
等
な
く
一
由

一
、
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
一
す
る
為
、
住
民
議
長
吉
て
い
一
司

一
た
す
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
J
d
l
J
O

唱
一
日

き
間
以
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
一

t

'

ー

へ

一

向

抗
脚
結
社
関
口
解
勧
昨
持

ωw桂
一
一
右
し
こ
の
調
査
か
ら
腕
問
、
浪
記
等
一
一

間
火
災
の
半
数
以
上
が
発
生
す
る
火
災
一
が
あ
り
ま
す
と
就
学
児
童
は
ふ
り
ろ
ん
一
一

多
希
望
通
え
る
訳
で
あ
り
ま
す
の
で
一
保
護
想
以
一
事
務
盟
(
に
迷
惑
産
ほ
し
一
四

引

越

さ

れ

た

時

は

↑

今

後

会

市

民

が

一

致

一

協

力

し

て

実

心

一

ま

す

の

て

現

住

地

(

警

告

し

て

日

必

ら

ず

一

の

河

野

ど

は

か

ら

な

け

れ

ば

、

こ

の

火

一

い

る

場

所

)

で

必

ず

住

民

誌

を

さ

れ

一

ミ

3

f

一

災

多

発

期

を

無

事

に

乗

り

切

る

こ

と

は

一

る

よ

う

に

お

願

い

し

ま

す

。

一

扶

〆

時

/

幸

住

民

登

録

を

ご

ま

当

日

紅

白

一

日

目

立

丹

市

一

一

町

一

日

間

同

昨

日

告

と

し

て

今

一

同

直

同

一

視

力

障

害

者

へ

巡

回

診

査

~
一
わ
れ
ま
す
。
一
お
い
て
は
八
件
の
火
災
で
約
六
十
万
円
一
年
は
次
の
こ
と
が
ら
を
慢
し
火
災
主
市
内
で
タ
パ
コ
を
一
塁
査
月
日
十
二
月
ぢ
早
一
則
九
時
一
間
の
お
そ
れ
が
あ
〈

一
一
:
れ
は

ι火災
の

多

発

す

る

時

期

に

一

の

書

を

み

た

の

で

あ

り

ま

す

が

本

年

一

防

に

御

協

力

下

さ

る

よ

っ

お

阪

い

い

た

一

一

よ

り

言

語

迄

一

但

し

次

に

担

げ

る

障

重

で

あ

る

も

一
一
入
る
た
め
己
お
為
行
な
わ
れ
る
も
の
一
は
す
で
に
九
月
末
で
前
年
同
期
を
上
廻
一
し
ま
す
。
一
買
い
ま
し
ょ
う
一
⑨
診
査
の
場
所
大
洲
公
会
堂
一
の
は
除
く
(
い
づ
れ
も
回
収
と
も
)

一

一

山

町

日

H
H
H
M日
山

刊

誌

時

五

一

、

月

比

長

引

で

一

本

の

た

ば

こ

も

I
J
1
4日
Q

O
一

一

能

。

、

二

山

町

民

日

間

二

日

山

川

い

九

日

品

目

お

り

ま

一

言

完

生

四

七

六

件

被

害

二

億

四

一

必

ず

備

付

け

る

こ

と

。

一

大

き

な

市

の

力

二

六

又

は

高

Q
語

。

、

一

膜

色

素

変

症

(

ほ

)

皇

話

一一

f
l
I
1
7
5災
予

一

千

万

円

士

一

、

学

校

、

病

院

、

事

業

所

等

は

避

難

一

一

一

以

上

の

障

害

者

一

膜

炎

(

へ

)

免

措

(

と

)

御

言
語
が
行
な
わ
れ
て
友
災
は
歩
一
六
洲
市
発
生
一

O
件

被

害

四

一

二

万

-

設

備

と

部

毒

つ

こ

と

。

天

川

市

春

賀

一

(

口

)

イ

の

障

害

に

準

ず

る

も

の

一

神

経

書

二

t
f毎
年

大

き

な

許

を

だ

し

て

乏

円

一

三

、

石

油

、

ガ

ス

等

の

燃

焼

賀

、

電

一

i

和
田
イ
ヨ
子
一
(
ハ
)
伺
力
障
害
の
幸
福
し
く
一
望
者
望
者
の
う
ち
身
体
障
害
者
手

コ
リ
に
あ
り
ま
す
o

一
時
に
て
L
J
ら
川
容
に
か
け
て
例
年
年
一
気
認
具
等
の
ん
臥
情
な
点
検
。
一
一
王
ら
に
治
療
を
行
な
わ
ね
ば
穴
一
慢
を
お
も
ち
の
方
は
当
日
必
ず
手
帳

教
育
委
自

主著者九日閣議議機鱗鱗鞠人遠野外縄返二たて閃ど
お白書者五議機器し滋勝騨翻襲撃い繋街、緊益増おilZ池
れど量産鱗畿藤総額議終豊島ふ 鴻 j吋告書)7H出
土手記5E翻麟麟轍翻 謀議! 〆 語語早与悌
言語53鱗鱗鰍盤盤盤機関ι日:反撃B 語吉正TZ子
一空fコ坦坦一 一定 j河市議会 吉 ぞ去さ

一 一一一 一ーん

を
j22 
任

麗蓄を

υ 一号
Wにさ(す大五
JJ匂土れ 11百る 1州わ
れった和条 liJ
.U関「三 f5'U~口
係 i判十条
反税七 例
令通年 の
(j)貝リ四 一
諮法月 部
NJのに手
等種公設
に 17cM 宣j一一一-
i 

焼
跡
に
た
っ
た
気
持
で

号

畢

F関
sしも

8 (1 ) ヨァ

ヲ月末市の人口

tt11f帯数 9.852 

44.186 

12 k寄月図
書lli~l'i

口

54 

33 

人

出生

死亡

日戸市置ドてつつって長てて麟機軸 2hて
当日量布害容器警奇書麟;補 同

i??雪iiiIii時黙ヴ iii
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光

明

を

11 

を
持
参
し
て
下
さ
い
。

⑤
受
診
に
よ
り
開
眼
可
能
と
診
断
さ
れ

た
方
に
つ
い
て
は
三
十
八
年
三
月
迄

に
順
次
手
術
が
行
な
は
れ
ま
す
。

霊〔
λ
診
並
び
に
手
術
(
治
療
)
に
要
す

る
経
聞
は
は
日
燃
料
。

@
受
診
希
望
者
(
先
般
申
し
込
み
を
し

て
お
る
者
は
除
く
)
は
十
一
月
二
十

日
辺
に
旧
六
川
町
は
福
祉
事
務
所
へ

そ
の
地
の
地
区
は
各
連
絡
所
へ
市
し

込
み
を
し
て
下
さ
い
。

当
日
の
申
し
込
み
は
交
け
付
け
な
い

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
ず
か
ら
念
の

た
め
。

う
こ
と
o

便
所
内
に
コ
l
ラ
ン
か
口
氏

チ
ツ
ソ
を
入
れ
ま
し
ょ
-
っ
。

素
足
で
州
に
は
い
ら
ず
地
下
足
袋
与
を
一
会
に
一
間
関
心
を
た
か
め
、

は

き

ま

し

ょ

う

。

一

撲

滅

に

努

め

て

下

さ

い

。

3
、
横
川
吸
虫
は
ア
ユ
コ
イ
フ
ナ
一
そ
れ
と
同
時
に
こ
の
一
斉
検
使
集
団

ハ
ヤ
等
の
エ
ラ
や
ウ
ロ
ゴ
に
お
生
し
て
一
駅
虫
実
問
辿
拘
を
通
じ
て
、
そ
の
他

い
る
か
ら
生
食
を
さ
け
ま
し
ょ
う
。
一
の
い
ろ
い
ろ
定
柄
討
に
な
ら
な
い
よ
う

久
し
尿
処
凹
ぞ
合
理
的
に
し
ま
し
一
更
に
煩
極
的
に
健
康
を
増
準
9
る
よ
う

よ
う
。
下
肥
は
完
全
に
く
さ
ら
せ
て
使
一
心
が
け
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

陽性者の内訳
虫|鈎虫|鞭虫lぎよう虫|横川吸虫li:t'小条虫段、引車寄生

4021 155 
1991 38 
2591 25 
3161 61 
1691 35 
3111 4 
3731 50 
1571 13 
2251 43 
1851 8 

113 
37 
69 
83 
42 
63 
107 
42 
83 
53 

137 
? 
5 
69 
73 
? 
30 
8 
20 
4 

づ
/
ワ
J
Q
U
Z
d
F
D
4
i
マ
/
4
l
Q
U
4』

415 
112 
143 
172 
65 
166 
344 
93 
205 
129 

~項目I '，L#' ， E! ILA+-' E! 1受検|陽性者数 i寄生|
地区別I~-:'I 対象人員|検査人員i率引虫卵保有者率労l柄

1.004人118%
328 133 
371 135 
537 136 
304 125 
432 144 
697 138 
230 133 
418 140 
274 140 

洲
野
米
田
川
沢
谷
菩
喜
戒

久

多

須

大
平
南
菅
大
柳
新
三
八
上

る92

小中学校

内|小学校
訳|中学校

30刻2.596143211.844 

:;;l::;111;;lZ|引 11;:
[29%14:~叩13211司 ;r12l

407 

3己4

40 

51 

75 

4.595 

2.663 

1.788 
875 

52% 1--' .1 

90% 
90% 

|判

90% 

15.542 

5.933 
3.616 

ペ
ιaqJ 

門

U-
R
U
 

ηノム

9，54ヲ

30.42L 

10.595 

6.534 
4.061 

計ス入
口

昭
和

3
年

度

寄

生

虫

一

斉

検

便

成

積

一

覧

表

予
防
と

1.099 7.258 41.022 ト
ー
去一口総



才
未
満
の
等
(
廃
疾
の
と
き
は

二
十
才
未
満
)
と
生
計
を
同
じ
く

し
て
い
る
こ
と
。

泣
山
四
年
金

年
金
額
千
二
百
円

(
い
子
の
数
に
よ
η
兵
な
り
ま
す
)

一
受
給
要
件

一
①
父
ま
た
は
母
が
泥
亡
前
に
、
ひ
き

一
つ
づ
い
て
一
年
以
上
納
付
し
て
い

一
る
こ
と
。

一
⑦
両
親
が
な
く
、
↓
ナ
川
十
八
才
未
満

一
(
廃
疾
の
と
き
は
一
一
十
才
未
満
)

一
で
あ
る
こ
と
。

受

給

要

件

一

(

二

)

老

令

年

金

①
夫
等
の
死
亡
前
に
ひ
き
つ
づ
い
て
一
原
則
と
し
て
六
O
オ
ま
で
納
刊
し
て

一
年
以
ヒ
納
付
し
て
い
る
こ
と
。
一
、
六
十
五
才
か
ら
支
給
さ
れ
4

す。

⑨
夫
等
が
死
亡
し
、
夫
等
に
よ
っ
て
一
た
だ
し
、
希
望
す
る
湯
合
は
ハ
O
才

生
計
を
純
持
し
た
妻
等
が
、
十
八
一
か
ら
減
額
し
て
支
給
さ
れ
ま
yo

年
金
閣
は
長
く
納
め
る
底
多
司
に
な

り
ま
す
。

年
金
但(
通
常
の
場
合
)

納
付
し
た
期
間
一
年
:
・
二
O
T

一
年
に
つ
き
九
百
円
の
計
箆
納

付
し
た
期
闘
二
一
年
以
上
、
年

に
つ
き
千
二
百
円
の
計
算

(
特
例
の
渇
合
)

(2) 

一
寸
希
望
の
灯
明

か

る

く

と

も

す

国

民

年

金

』

日

国

民

年

金

制

度

主主
日

及

推

進

月

間

和 37年 11月 10 

国
民
年
金
制
度
の
全
面
的
な
雲

m以
一
は
届
出
を
、
未
納
者
は
保
険
料
を
納
付
一
況
に
こ
れ
河
の
年
金
を
も
ら
っ
人
が

季
二
年
目
主
主
年
金
事
め
漸

τて
下

さ

い

。

一

で

て

い

ま

す

。

く
軌
道
に
乗
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
一
国
民
主
制
度
は
、
早
く
も
二
回
の
一
不
幸
に
し
て
次
の
条
件
に
該
当
し

完
一
部
こ
ま
、
適
用
車
の
方
ゃ
、
一
改
正
義
て
次
の
よ
う
に
藍

5
2
7ん
方
は
、
す
ぐ
に
草
案
ま
た
は
連

保
険
料
未
裂
か
残
存
し
て
お
り
ま
す
一
し
た
。
こ
の
調
子
百
け
は
前
途
は
一
一
課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
こ
で
、
こ
の
解
消
に
ま
、
さ
ら
に
一
実
に
洋
々
た
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
一
皇
室

年
金
制
度
の
曹
H
を
一
層
徹
底
し
三
一
、
保
険
料
を
ひ
き
続
い
て
納
め
て
い
一
年
金
額

制
度
の
強
凶
な
基
盤
を
確
立
す
る
た
め
一
る
在
、
次
の
き
に
一
書
利
な
一
一
種
害
三
百

士
号
「
国
民
年
金
制
喜
及
室
一
年
金
が
も
り
え
ま
す
o

一
一
一
級
障
害
二
万
四
千
円

月
間
」
と
し
て
全
県
的
に
覇
寄
っ
一
(
一
)
喜
室
、
貫
主
一
需
要
伴

コ

一

l

一

①

当

一

政

傷

病

前

に

ひ

き

つ

づ

い

て

一

こ
と
に
F

み

1
ま

し

た

。

一

一

z
v
」

vdi年
命
度
の
概
要
を
次
の
一
こ
れ
ら
の
年
金
は
、
季
五
月
一
日
一
年
以
上
納
付
し
て
い
る
こ
と
。

と
お
り
掲
裁
し
ま
ず
か
ら
、
未
加
入
者
一
か
ら
受
給
権
主
語
亡
て
い
ま
す
か
ら
一
⑧
依
に
定
め
る
一
紋
ま
た
は
二
級
品
陣

昭ず

害
に
該
当
す
る
こ
と
。

こ
の
診
断
は
医
師
が
行
い
ま
す
。

回
千
年
金

準
母
子
年
金

年
金
額

基
本
額
一
万
九
千
二
百
円

加
算
額
子
二
人
目
か
ら
四
千
八

百
円

深

み

ゆ

く

秋

の

ふ

ぜ

い

に

そ

え

て

、

会ォ

日

本

の

秋

は

、

菊

の

香

り

の

天

地

と

い

っ

て

い

い

@

平

安

の

昔

、

中

国

か

い

ま

は

す

毒3

ら

渡

来

し

た

こ

の

花

も

、

よ

っ

か

り

日

本

の

花

と

な

り

、

数

十

種

り

類

が

か

ぞ

え

ら

れ

る

。

反

心

あ

て

に

折

ら

ば

や

折

ら

ん

初

霜

の

お

き

さ宇隣

花菊i升i大

控室芝

回

こ

の

百

人

一

首

の

歌

の

よ

う

に

、

十

銅

ま

ど

は

せ

る

白

菊

の

花

し

く

咲

い

て

い

る

。

の

花

は

初

霜

の

こ

ろ

ま

で

も

盛

り

久

5 えア

菊

の

香

や

奈

良

に

は

古
き
仏
達

三
十
九
年
四
月
末
ま
で
に
傷
病
に
な

っ
た
り
、
夫
等
が
死
亡
し
た
場
合
は

ど
の
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
-
っ
か
。

そ
の
場
合
は
、
次
の
補
完
的
福
祉
年

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
福

祉
年
金
に
は
支
給
制
限
が
あ
り
ま
ず

か
ら
、
く
わ
し
い
こ
と
は
市
社
会
課

ま
た
は
連
絡
巧
で
ご
相
談
下
さ
い
。

(
以
下
次
号
)

①
現
在
三
二
才
以
上
の
方
は
、
納
付
一
件
に
λ

該
当
す
る
方
は
、
死
亡
一
時
金
一

し
た
期
間
が
十
年
以
上
二
O
年
未
一
と
併
せ
て
、
こ
れ
ら
の
年
金
か
支
給
一

滴

の

場

合

に

は

、

特

例

支

給

が

あ

一

さ

れ

ま

す

。

一

っ

て

前

記

よ

り

有

利

に

な

り

ま

す

一

年

金

額

一

②

四

十

六

才

以

上

の

方

は

、

納

付

し

一

(

最

低

額

)

一

た
期
聞
が
一
年
以
上
十
年
未
満
の
一
納
付
し
た
期
目
一

場
合
に
は
特
例
支
給
が
あ
っ
て
前
一
三
年
以
上
五
年
未
満
五
干
円
納
一

記
よ
り
有
利
に
な
り
ま
す
。
一
付
し
た
期
聞
に
応
じ
て
変
り
ま
す
一

⑨

年

金

額

が

一

万

二

千

円

未

満

の

方

一

(

最

高

額

)

一

は
、
七
O
才

か

ら

は

一

万

二

千

円

一

納

付

し

た

期

間

一

支

給

さ

れ

ま

す

。

一

三

五

年

以

上

五

万

二

千

円

一

水

道

料

集

金

と

受

給

要

件

一

受

給

要

件

一

修

理

に

つ

い

て

(
通
常
の
場
合
)
一
一
ニ
年
以
上
納
付
し
て
い
る
こ
と
。
一

二
十
五
年
以
上
の
納
付
ま
た
は
免
一
二
、
保
険
料
の
免
除
を
受
け
て
い
る
方
一
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
常
に
御
協

除

一

は

、

今

度

の

改

正

で

飛

照

的

に

な

一

力

頂

き

遂

次

事

業

の

改

良

に

努

め

六

月

(

特

例

の

場

合

)

一

り

ま

し

た

。

一

よ

り

専

任

集

金

孫

を

一

設

置

し

て

常

時

御

①
現
在
三
ニ
オ
以
上
の
弁
は
、
年
令
一
(
一
)
障
害
年
金
、
母
子
年
金
一
向
び
さ
せ
皆
様
の
御
理
解
を
得
て
毎
月

に
よ
っ
て
、
二
十
四
年
か
ら
一

O
一
準
母
子
年
金
、
遺
児
年
金
一
九
二
%
l
九
三
%
の
集
金
率
を
示
し
て

年
ま
で
に
短
縮
さ
れ
ま
す
。
一
当
該
傷
病
前
ま
た
は
死
亡
前
に
ひ
一
い
ま
す
。
残
り
七
%
1
八
%
の
集
金
を

②
四
六
才
以
上
の
方
は
、
年
令
に
よ
一
き
つ
づ
い
て
一
一
一
年
以
上
免
除
を
受
け
一
致
し
ま
す
の
に
大
変
時
聞
が
取
り
れ
て

っ
て
七
年
か
ら
四
年
す
で
に
短
縮
一
て
い
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
年
金
が
受
け
一
お
る
実
情
で
す
が
今
後
共
絶
大
な
る
御

さ
れ
ま
す
。
一
ら
れ
ま
ず
か
ら
、
昭
和
三
十
九
年
五
一
理
解
を
頂
き
一
0
0
%
集
金
出
来
る
様

(
三
)
死
亡
一
時
金
一
月
か
ら
受
給
権
が
発
生
し
ま
す
。
一
努
力
す
る
考
へ
で
お
り
ま
ず
か
ら
何
卒

納
付
し
て
い
た
被
保
険
者
が
死
亡
一
年
金
額
は
右
記
と
同
じ
で
す
。
一
よ
ろ
し
く
御
協
力
の
程
を
御
願
ひ
申
上

し
た
場
合
に
、
遺
族
に
支
給
さ
れ
ま
一
(
二
)
障
害
補
校
年
余
、
母
子
福
祉
年
一
ま
す
。

す
が
、
こ
れ
で
か
け
す
て
は
な
く
な
一
金
一
な
お
、
水
道
修
理
の
件
に
つ
い
て
は
従

り
ま
し
た
。
さ
り
に
遺
族
の
方
で
、
一
準
母
子
福
祉
年
金
(
補
完
的
)
一
来
水
道
認
の
方
で
便
日
早
ム
修
理
に
御
伺

団
子
年
金
、
準
母
子
年
金
の
受
給
要
一
免
除
を
受
け
て
い
る
万
が
、
昭
和
一
ひ
致
し
て
お
り
ま
し
た
が
今
後
は
指
定

日

目

川

町

民

H
M一
時

駐

日

目

白

」

一

昭

和

三

十

八

年

度

高

等

学

校

@

従

来

の

ま

も

楽

し

い

百

三

と

や

、

十

市

生

産

性

の

点

か

ら

、

喜

一

高

等

専

門

学

校

修

学

資

金

(

母

子

ナ

L
o
」
ご
}
引
か
れ
て
善
光
寺
顎
す
一
、
農
業
的
自
然
条
件
に
於
て
有
利
で
あ
一
(

か

尻

町

刊

の

で

、

他

に

壱

一

り

、

重

苦

ば

産

自

の

出

」

較

に

於

一

一

福

祉

資

金

)

の

予

約

貸

付

に

つ

い

て

し
た
く
も
な
り
ま
す
が
、
肉
午
第
一
て
需
性
は
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
一
昭
和
主
一
一
年
度
以
来
着
し
て
き
一
高
等
専
門
学
校
昭
和
一
二
十
八
年
四
月

上
か
ら
の
努
刀
も
し
て
や
ら
な
は
一
理
屈
は
抜
き
に
し
て
、
主
と
し
て
こ
れ
一
た
高
校
修
学
資
金
の
予
約
貸
付
制
度
は
一
よ
り
主
力
年

「
も
う
か
ら
と
と
云
っ
て
「
去
ら
の
人
為
的
業
主
、
誰
も
が
安
心
一
関
係
者
の
長
老
号
、
母
子
家
庭
一
四
、
申
請
語

め
だ
」
で
は
少
し
司
浸
相
で
す
。
二
し
て
行
へ
る
よ
う
満
し
そ
の
上
で
、
上
一
の
子
女
の
進
学
に
多
大
の
成
果
を
収
め
一
(
一
)
母
子
福
祉
資
金
の
貸
付
等
に
関

当
地
方
よ
り
も
一
型
車
の
自
禁
豆
諸
養
管
理
と
経
営
を
組
立
て
企
て
お
り
ま
す
。
明
年
度
も
木
年
度
と
同
一
す
る
法
律
に
語
る
母
子
家
庭
の
児

件
は
不
利
と
忠
へ
る
県
内
の
都
建
一
く
こ
と
が
、
企
業
的
よ
晶
化
へ
の
約
一
様
、
次
の
「
要
領
一
」
に
よ
り
予
約
貸
付
一
室
な
ら
び
に
父
母
の
な
い
児
童

の
塁
手
前
言
の
よ
う
に
多
く
飼
一
ま
り
で
あ
り
終
り
で
あ
る
と
思
い
ま
す
一
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
一
(
二
)
現
在
中
学
三
年
在
学
中
の
児
童

良
い
成
信
ま
げ
て
い
る
こ
と
で
一
こ
の
山
間
地
の
多
い
処
に
せ
め
て
和
ご
、
日
的
一
で
差
末
、
成
績
、
人
物
、
健
康
と
も

然
も
最
近
の
村
つ
く
り
連
覇
等
て
レ
一
牛
安
住
の
地
を
求
め
る
な
ら
ば
、
日
に
一
ほ
子
家
庭
お
よ
び
父
ほ
の
な
い
児
童
一
に
良
好
で
あ
る
者

く
伸
ん
で
い
る
こ
と
で
す
o

理
寄
一
新
な
る
劫
向
を
適
備
に
把
握
し
て
、
そ
一
で
経
済
的
事
由
に
よ
り
笠
吉
金
の
貸
一
(
=
一
)
鰐
貢
金
の
貸
付
を
受
け
な
け

、
若
令
肥
育
、
社
会
肥
脊
と
各
島
一
の
地
点
に
於
け
る
問
題
点
を
解
明
し
て
一
村
を
受
け
な
け
れ
ば
、
商
等
学
校
へ
の
一
れ
ば
高
等
学
校
に
進
学
す
る
こ
と
が

境
に
合
つ
た
形
態
で
発
展
し
て
い
よ
対
応
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
こ
一
進
学
を
断
念
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
一
で
き
な
い
児
室
で
あ
っ
一
品
護
学

八
防
浜
の
あ
る
臨
一
れ
ら
の
課
題
解
決
の
た
め
に
、
意
欲
国
一
認
め
ら
れ
る
者
に
対
し
、
意
入
学
的
一
資
金
の
、
選
義
務
を
完
遂
す
る
責
任

究
会
て
今
年
の
一
月
か
ら
六
思
-
な
研
究
集
団
が
出
来
つ
と
め
る
こ
と
は
一
に
お
い
て
修
学
資
金
の
貸
付
を
予
約
し
一
感
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
。

に
販
売
し
た
こ

O
頭
の
平
均
で
土
、
そ
の
必
重
し
と
臨
も
力
強
く
忠
は
一
、
児
童
の
進
学
を
容
易
に
す
る
と
と
も
一
五
、
盟
問
手
続

一
般
に
今
年
の
出
甘
か
ら
午
は
安
主
れ
ま
す
。
一
に
入
学
後
早
期
に
貸
付
金
を
交
付
せ
ん
一
(
一
)
虫
語
望
者
は
一
巾
福
祉
事
務
所

わ
れ
た
枠
で
も
良
い
成
約
一
こ
の
組
織
が
先
進
地
と
同
時
間
、
次
々
一
と
す
る
も
の
で
あ
る
o

一
へ
貸
付
申
請
書
を
見
出
の
こ
と
。

げ
て
い
ま
す
o
賀
用
差
引
い
て
お
一
と
出
来
て
、
市
内
一
体
の
共
同
研
究
体
一
二
、
月
刊
月
額
霊
平
校
一
、
0
0
一
(
二
)
貸
付
申
請
書
に
は
叫
芋
福
祉
資

位
飼
え
ば
普
通
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ぷ
一
と
な
っ
て
、
関
係
団
体
と
相
侯
っ
て
努
一

O
円
高
等
専
門
学
校
一
学
年
i
三
一
金
の
貸
付
等
に
関
す
る
法
律
一
畑
作
細

一
O
国
を
飼
え
ば
市
長
さ
ん
の
神
的
一
力
す
る
な
ら
ば
、
売
上
高
実
に
、
一

O
一
学
年
に
あ
っ
て
は
、
一
、
0
0
0
円
一
則
芳
一
条
芳
二
項
芳
一
号
に
定
め
る

月
給
に
は
な
る
制
定
で
す
。
一
億
円
を
起
す
大
洲
一
地
万
一
万
頭
の
牛
の
一
四
学
年
l
l
↓
晃
子
年
一
二
、
0
0
0
円
一
も
の
の
ほ
か
、
児
童
の
中
学
生
徒
指

三
、
合
理
性
と
二
名
は
、
雪
己
流
れ
に
つ
れ
て
伝
わ
る
で
ご
弓
貸
付
期
間
高
等
学
校
昭
和
三
一
導
要
録
抄
本
(
凸
素
成
約
、
人
物
、

共
同
研
宮
一
あ
ろ
う
。
一
十
八
年
四
月
よ
り
一
一
万
年
間
(
定
時
一
健
康
等
に
閲
す
る
中
学
校
長
の
証
明

前

項

の

産

地

等

と

同

じ

条

件

、

制

に

あ

っ

て

は

四

年

間

)

一

書

)

を

添

い

刊

の

こ

と

。

(
芭
蕉
)

今
で
は
相
当
の
奥
地
で
も
ぬ
械
悩
さ
れ
一
、
今
後
益
々
肉
ほ
の
向
上
が
要
求
さ
れ

U
一

も

う

か

る

和

牛

の

肥

育

一

町

民

間

[

品

目

2
1
M引
は

も

う

か

わ
J

一
近
盟
国
一
庄
が
盛
ん
に
な
る
に
つ
れ
て
↑
の
移
り
変
る
社
会
ー
か
ら
得
た
セ
ン
ス
は
一
に
飼
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
三
一
る
も
の
か

、
、
一
、
和
牛
の
肥
章
一
も
或
る
地
域
に
は
急
一
、
よ
り
量
的
な
室
問
と
し
て
の
和
牛
一
で
罪
の
選
び
方
も
、
資
質
の
よ
い
体
一
人
ミ
儲
か
る
が
、
た
ヰ
の
ま
ま
で

一
速
に
又
成
る
処
で
は
再
書
さ
れ
て
一
で
あ
る
こ
と
は
我
々
も
又
考
え
ね
ば
な
一
柏
の
あ
る
(
太
り
や
す
い
)
も
の
に
な
は
乱
仏
い
川
公
用
産
業
の
農
業
に

一
従
来
の
よ
う
に
中
山
間
地
た
け
で
な
く
一
戸
思
い
こ
と
で
は
な
か
る
っ
か
。

τっし
、
飼
い
方
も
そ
の
牛
の
能
力
同
一
於
て
毒
さ
れ
る
農
畜
産
物
で
は
、
特

一
今
吉
田
一
古
都
市
近
郊
に
却
っ
て
多
一
一
、
和
牛
は
良
肉
生
産
一
充
分
生
み
せ
る
自
宅
、
山
首
の
吋
一
産
と
一
式
わ
れ
る
の
は
日
る
地
域
の
管

一

く

飼

育

さ

れ

関

注

高

ま

っ

て

い

る

。

一

の

動

物

一

日

目

前

出

M
m
M
M
U口
同
一
一
時
期
の
存
在
で
し
か
な
く
な
り
で

訂

持

訪

日

同

時

一

言

以

前

は

、

農

詰

と

併

せ

て

食

肉

了

、

牛

肉

は

到

物

官

官

官

の

一

君

。

特

に

高

に

於

て

は

、

ま

さ

す
的
家
習
を
選
択
す
る
よ
り
も
、
最
近
一
生
産
の
上
か
ら
飼
わ
れ
た
の
で
す
が
二
も
の
は
、
世
界
の
需
主
7
2
り
一
に
空
の
感
さ
え
す
る
O

A

百
の
産
地

(
大
洲
良
業
改
良
普
及
所
)
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工
事
底
が
修
理
に
参
り
ま
ず
か
ら
工
事

底
の
方
へ
御
申
込
下
さ
る
様
御
願
ひ
申

上
ま
す
。

給
水
工
事
指
定
工
事
庖

住

所

電

話

工

事

庖

名

殿
町
二
O
四
一
一
一
佐
旅
水
道

新
町
三
三
O
五
浜
田
水
道

隈
町
呼
二
七
O
八
中
野
水
道

常
ワ
町
三
六
五
六
岡
福
水
道

常
ワ
町
二
四
二
一
神
田
水
道

本
町
二
三
二
ニ
土
居
水
道

中
間
呼
二
八
四
六
清
水
水
道

一

フ

ジ

オ

@

テ

レ

ピ

の

雑

音
を
な
く
し
ま
し
ょ
う

に
も
影
響
し
ま
ず
か
ら
、
車
く
修
理
を

し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
苧
つ
。

雑
音
防
止
訟
の
取
り
付
け
は
、
ご
遠

慮
な
く
最
笥
り
の
ラ
ジ
オ
底
、
電
力
会

社
、
工
事
会
社
、

N

H

K
、
電
波
監

理
局
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

経
究
は
蛍
光
灯
で
は
一
灯
に
つ
き
一
五

O
円
、
テ
レ
ビ
で
は
一
台
に
つ
き
約
一

、
五
O
O円
、
そ
の
他
の
機
器
も
一
五

O
円
I
三
、
0
0
0
円
程
度
で
す
。

愛
媛
県
雑
音
防
止
協
議
会
事
務
局

松

山

市

堀

ノ

円

七

四

国

電

波

監

理

局

T
I
1
0
六
二
ハ
一


